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１ 構成案
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 ペーパーレス化に対応するため、印刷物だけでなく、PCやスマホ・タブレットの横画面でも見やすい横長のフォーマットとします。
 構成は、現行計画の章立てを踏襲しながら、その内容については必要な見直しを行います。

現行計画 改定計画（案）
はじめに（区長メッセージ）
第１章 計画の基本的な考え方
第１節 計画の基本的な考え方
第２節 計画の枠組み

１ 位置づけ
２ 計画の対象地域
３ 計画の対象とする環境の範囲
４ 計画の期間

第３節 計画の構成

第２章 計画の理念・目標
第１節 基本理念
第２節 望ましい環境共生都市ビジョン
第３節 基本目標

第３章 環境施策の方向性
第１節 環境施策の方向性体系
第２節 分野別の環境施策の方向性

１ 未来へつなぐ脱炭素のまち～CO2削減で地球温暖化防止～【低炭素】
２ 資源を有効利用し、ごみの減量に取り組むまち【資源循環】
３ 健康で快適に暮らせる安全・安心なまち【快適・安全】
４ 自然とともに暮らし、歴史・文化の息吹を大切に受け継ぐまち

【自然共生・歴史・文化】
５ みんなが一体となって環境を守り、育てるまち【連携・基盤づくり】

第４章 計画の推進
第１節 推進体制
第２節 進行管理

資料編

はじめに（区長メッセージ）
第１章 計画の基本的な考え方
第１節 計画改定の背景

１ 計画の基本的な考え方と区のこれまでの取組
２ 国内外の動向（世界、国、都など）
３ 改定の視点

第２節 計画の基本的事項
１ 位置づけ
２ 対象地域、環境の範囲、期間

第２章 計画の理念・目標
第１節 基本理念
第２節 望ましい環境共生都市ビジョン
第３節 基本目標

第３章 施策
第１節 施策体系
第２節 分野別の施策の方向性

１ カーボンニュートラル：地球を守り、未来につなぐまち
２ 自然共生：自然と生きるまち
３ 資源循環：資源を大切に使うまち
４ 快適・安全：歴史・文化のなかで健やかに暮らせるまち
５ 協働・連携：学び合い、ともにつくるまち

第４章 計画の推進
第１節 推進体制
第２節 進行管理

資料編

本資料p.3-4

本資料p.5

本資料p.6

※赤字：現行計画からの更新箇所



２ 基本理念、環境共生都市ビジョン

 現行計画の【基本理念】は、文京区基本構想を踏まえた普遍的な考え方であり、これまで・これからの社会の変化に対応できるものであることから、改
定計画においても踏襲し、表現について必要な見直しを行います。

1. 環境問題への取組は、身近なものから地球全体を意識して、地域一丸となって進めます

2. 文京区の環境を構成する重要な歴史・文化、水、緑を、大切に守り、育てます

3. 環境の保全・創造には、区民が健康で安全・快適に暮らし続けられるよう、総合的に取り組みます

ひとがつなげる文（ふみ）の京（みやこ）の誇れる”あした”
～環境共生都市文京～

案１： 継承と育み 人もみどりもつながる文の京 ～環境共生都市文京～

案２： みどりと歴史・文化を未来に紡ぐ文の京 ～環境共生都市文京～

案３： 学び合い、いきいき暮らせる文の京 ～環境共生都市文京～

現行計画を踏襲

現行計画から見直し

文京区らしさのうち、特に「学び」をアピール

文京区らしさのうち、特に「歴史・文化」をアピール

ワークショップベース
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 【環境共生都市ビジョン】は、基本理念に基づき、10 年後に到達していることが望ましい文京区の姿を示すものです。
 アンケートやワークショップ等を通じて得られた最新の区民の意識や意見を踏まえ、現行計画から見直します。

現行計画 改定計画（案）

基本理念

環境共生都市ビジョン



２ 基本理念、環境共生都市ビジョン
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【環境共生都市ビジョン】見直しのポイント

 【環境共生都市ビジョン】の見直しにあたっては、基本構想の理念や将来都市像で描かれているような、「文京区らしさ」を織り込むことを重視しています。

【基本構想を貫く理念】
（１）みんなが主役のまち （２）「文の京」らしさのあふれるまち （３）だれもがいきいきと暮らせるまち

【将来都市像】
歴史と文化と緑に育まれた、みんなが主役のまち 「文の京」

「文の京」（ふみのみやこ）
これまで、 文京区は、「文教の府」 といわれ、「文化の香り高いまち」をめざして発展してきた。これに寄
せる区民の誇りと愛着を大切にしたい。そのうえで、区民と区が、時代の大きな変化に適応しつつ、可能
性に富んだこの地を、新たな洗練と成熟の段階へとさらに発展させていく都市自治の姿を「文の京」と呼ぶ。
（「基本構想」より）

案１：継承と育み 人もみどりもつながる文の京
～環境共生都市文京～

● ワークショップベース
ワークショップにおいて、区民や学生からは、「みどりの
分断解消」や人の入れ替わりがあっても継続される
「人とのつながり」を大切にしたいという意見が多くあげ
られました。また、「残す」「更新」の視点も多かったこと
から、それらの要素を加えて発展させた案です。

<ワークショップであげられたキーワード>
コミュニティ 人とのつながり みどり エネルギー
暑さ対策 循環経済 更新・アップグレード など

案２：みどりと歴史・文化を未来に紡ぐ文の京
～環境共生都市文京～

● 文京区らしさとして「歴史・文化」をアピール
文京区は、歴史ある庭園や寺社仏閣、大学などを
誇る「文化の香り高いまち」であり、それらの歴史・文
化とともにみどりも育まれてきました。
10年後の文京区が、時代の変化に適応しながら
「みどりと歴史・文化」を誇り続け、さらにその先の
「未来に紡ぐ」ことを目指した案です。

案３：学び合い、いきいき暮らせる文の京
～環境共生都市文京～

● 文京区らしさとして「学び」をアピール
文京区の名称、「文京」は、「学問の府」という区の
特徴や性格から名づけられたものです。
文京区が「学び」を大切にする区であることに注目し、
「学び合い」という主体間の協働により、基本構想の
理念のひとつである「いきいき暮らせる」（ウェルビーイ
ングな）未来であることを願った案です。

新たな【環境共生都市ビジョン】案とコンセプト

文京区基本構想（区政運営の基本的な指針）



３ 基本目標の見直し

歴史・文化のなかで健やかに暮らせるまち

（１）生活環境の保全 （２）自然災害等への備え （３）地域の特性を生かしたまちづくり

④ 快適・安全
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 現行計画の基本目標は、「低炭素」「資源循環」「快適・安全」「自然共生・歴史・文化」の4分野と、それらを分野横断的に支える基礎として「連携・
基盤づくり」の１分野からなる５つの基本目標を設定しています。

 改定計画では、施策のスケールの大きい順に「①カーボンニュートラル」「②自然共生」「③資源循環」と並べ、それらを広く包摂しつつ、生活環境、歴
史・文化、健康を含む概念として「④快適・安全」を、すべての取組を支える共通基盤として「⑤協働・連携」を位置付けます。

基
本
目
標

基
本
目
標
の
構
造

現行計画 改定計画（案）

学び合い、ともにつくるまち

（１）普及啓発の推進 （２）人材育成の推進 （３）主体の連携・協働による取組の促進

⑤ 協働・連携

１．未来へつなぐ脱炭素のまち ～CO2削減で地球温暖化防止～
（１）省エネルギーの推進、再生可能エネルギーの導入 （２）自動車対策、低炭素まちづくりの推進

低炭素

２．資源を有効利用し、ごみの減量に取り組むまち
（１）廃棄物の発生抑制、再使用、リサイクルの推進 （２）廃棄物の適正処理の推進

資源循環

３．健康で快適に暮らせる安全・安心なまち
（１）生活環境の保全 （２）地域の魅力を活かした良好な景観まちづくり （３）自然災害等への備え

快適・安全

４．自然とともに暮らし、歴史・文化の息吹を大切に受け継ぐまち
（１）生物多様性の保全 （２）緑の保全 （３）水辺の保全

自然共生・歴史・文化

５．みんなが一体となって環境を守り、育てるまち
（１）普及啓発の推進 （２）人材育成の推進 （３）主体の連携・協働による取組の促進

連携・基盤づくり

地球を守り、未来につなぐまち

（１）気候変動の緩和策 （２）気候変動への適応策

① カーボンニュートラル

資源を大切に使うまち

（１）廃棄物の発生抑制（２）廃棄物の適正処理

③ 資源循環

自然と生きるまち

（１）みどり・水辺の保全 （２）生物多様性の保全

② 自然共生



４ 計画の推進
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 本計画は、区が総合的に施策を展開していくことに加え、区民・団体・事業者などとの相互連携・協働によって推進していきます。
 本計画は、取組の方向性を定める計画であり、毎年度の具体的な取組に関する進行管理は個別計画で行います。 本計画では、関連する個別計画
や既往の取組における施策の実施状況、目標や指標を把握・整理することにより、本計画の進捗状況を統合的に把握し、区の環境全体における状
態を明らかにしていきます。

推進体制のイメージ

計画
個別計画

評価
各協議会等

改善
新たな取組の検討

ビジョンの実現

実行
協働による個別施策の実行

文京区

区民

団体

事業者

関連する計画等

分野 関連する計画（指標）・施策の例

① カーボンニュートラル • 「文京区地球温暖化対策地域推進計画」（二酸化炭素排出量の削減、再生可能エネルギー設備導入量）

② 自然共生 • 「文京区生物多様性地域戦略」
• 「文京区みどりの基本計画」（緑被率）

③ 資源循環 • 「文京区一般廃棄物処理基本計画」（区民1人1日当たりの総排出量、区民1人1日当たりの家庭ごみ排出量）

④ 快適・安全
• 公害苦情処理、規制指導
• 大気汚染調査、喫煙マナー指導・巡回
• 「文京区アカデミー推進計画」

• 「文京区国土強靭化地域計画」
• 「文京区地域防災計画」
• 「文京区都市マスタープラン」「文京区景観計画」

⑤ 協働・連携 • 環境に関するイベント・講座等の開催

関係する推進体制
 地球温暖化対策地域推進協議会
 リサイクル清掃審議会
 生物多様性地域戦略協議会 など

環境基本計画

個別計画

目指す方向性

実行、進行管理
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